






































































































































































































































































に a personal God という概念から、いまや、エラン・ヴィタールというんですが、いのちの輝きに
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.8 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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こそ、神を見るっていう形が出てきている。あるいは、ルックマンがずいぶん早く 1976 年に議論し
ていて、イングルハートがそれをさらに世界規模で継承しているところですけども、宗教っていうも
のがだんだん私化して、プライバタイゼーションですね、私化して、さらにまた個人化していく。わ
れわれにとっては、現時点でのわれわれにとっては、教会という形での宗教行事というのは、そこに
教会での説教を指導する指導者がいて、アグリゲートな、集合的な形で礼拝がおこなわれるという形
であったわけですけれども、もちろんそのなかには、日本でも無教会っていう考え方も確かにあった
わけですけども、それに近い考え方が出てくるっていうのが、まさに私化、個人化ですね。アグリゲー
トからパーソナルに、それからパブリックからプライベートに、というわけです。ですから、さきほ
どの教会への参加と、祈りというのを区別しておきましたけども、祈りという形はちょうどその形が
一緒になる、つまり、パブリックなものとプライベートなものが重なってくる部分なんですね。今、
考えられている祈りっていうのは、各自の心の中での祈り、つまり、牧師先生に合わせて共に祈ると
いうわけではなくて、それぞれの形で祈りを自分で行うという形の、これをルックマンは「見えない
宗教」って呼んだわけですが、イングルハートはその議論をもう少し展開して、さらに、自分の人生
について考えるということに、宗教という側面を見出していくということですね。 
こういう形とパラレルに、アニミズムの再評価っていうのが出てきたわけで、これは例えば、カト
リックの方ですと、アッシジの聖フランシスっていうのは、一方で評価されながら、一方でアニミズ
ムの危険性をもっていると言われてきたのですが、いまやアニミズムっていうこと自体が再評価され
ているという側面が出てきたわけです。例えば、われわれが関西学院の COEプログラムとして取り
組んだのが、ペットロス症候群という現象ですね。ご存知のように、大事に育てていた、例えば犬と
か猫とか、自分がかわいがっていたペットが亡くなったあと、非常にショックを受けて、ちゃんとお
寺で埋葬して欲しいと。これはある程度わかるんですけれども、アメリカでペットロス症候群ってい
うのが非常に広がってきていて、ついにアメリカの教会が動物の埋葬をするということさえ出てきて
いるというのは、いままでそこに厳然として、人と動物の間に線が引かれていたはずにもかかわらず、
まさに動物と人間との線がとっぱわれるような状態が出てきつつあるわけです。そういう意味では、
アニミズムの評価、つまりアニミズムっていうのは非常に原始的なものとして考えられてきて、宗教
はそこから教義から発展してくるという議論だったわけですけども、はたしてどうかっていうことが
考えられるようになった。 
ご承知のようにアニミズムというのは、色んなところに霊が宿るという考え方につながるわけで、
私の議論は、それは自然環境の保護ということと表裏一体のものであって、あらゆるものに霊が宿る
感覚がどこかにあるとすれば、それはまさに自然環境を大事にしていこうという考え方になってくる
わけです。中沢新一のおもしろい本がありまして、これはチベット仏教の、必ずしも主流ではなかっ
た考え方ですけども、鳥の仏教というのが残っていたんですね。それを解釈すると、まさに、アニミ
ズムの再評価ということにつながってくるという議論で、私のいままでの議論もそういうところにつ
日本人は霊魂、守護霊、輪廻、死後の世界、天国、地獄をどう捉えているか 
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ながっていくというわけです。以上です。 
